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「はつかいちらしさ」を活かし、
地域経済の好循環により発展するまち

産 業4

施策方針
４-1 商工業の振興

施策方針
４-２ 観光の振興

施策方針
４-３ 農林水産業の振興
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●地域資源を活かした域内循環の促進などにより、地域経済の持続的発展を支えています。
●観光客、地域住民、地域経済、地域環境がより良い形で調和した、持続可能な観光地と
　なっています。

「はつかいちらしさ」を活かし、
地域経済の好循環により発展するまち

基本事業〔１〕 市内事業者の経営基盤強化

基本事業〔１〕 観光客の来訪・滞在と観光消費の拡大の促進

基本事業〔１〕 農産物の販売促進と地産地消の推進

基本事業〔２〕 新たな産業の創出

基本事業〔２〕 観光客の受入体制の整備

基本事業〔２〕 農業の生産性向上と担い手の確保

基本事業〔３〕 安心して働くことができる環境の整備

基本事業〔３〕 地域も満足できる観光の実現

基本事業〔３〕 林業従事者の担い手確保と森林整備の促進

基本事業〔４〕 漁業の生産力向上
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❶ 市内産業の活性化を図るため、新たな
企業の誘致が必要です。

・ 新機能都市開発事業や未来物流産業団地造
成事業などの推進に加え、広島港港湾計画
に基づく水面貯木場を活用した事業の促進
により、新たな産業用地を確保します。ま
た、広島県と連携し、オフィス系企業の誘
致を推進します。

❶ 多様な経営課題に対応するため、事業者
に応じたきめ細やかな支援が必要です。

・ 市内産業経済団体や労働局と連携し、事業者
の生産性向上や人手不足の解消、経営相談や
各種補助金情報の案内など、様々な課題に対
応できる相談支援や体制の充実を図ります。

❷
経営規模拡大や市内留置に向けて、有
効な事業用地の確保を支援する必要が
あります。

・ 新機能都市開発事業や未来物流産業団地造
成事業などの推進により、新たな事業用地
を確保します。

❸ 本市の伝統的な産業の維持・発展に取
り組む必要があります。

・ 認知度の向上に取り組み、伝統産業の売上
維持・向上と後継者の確保を進めます。

❹ 市民や観光客等による地域内消費を活
性化させる必要があります。

・ 市内各産業の連携や、市民・観光客への効
果的な情報発信に取り組み、地域内での消
費拡大を図ります。

〔1〕市内事業者の経営基盤強化

主 な 課 題 主 な 取 組

〔2〕新たな産業の創出

主 な 課 題 主 な 取 組

施策の
目指す姿

●事業者の経営が安定し、事業者間における地域内外との
　連携・交流が促進され、事業活動が活発化している。
●働く人誰もが、多様な働き方を選択でき、
　安心して働きやすく・働き続けられている。

［基本事業〔1〕〔2〕］

［基本事業〔3〕］

施策方針 ■関連 SDGs

4-1 商工業
の振興

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶

４ 産 業
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●地域資源を活かした域内循環の促進などにより、地域経済の持続的発展を支えています。
●観光客、地域住民、地域経済、地域環境がより良い形で調和した、持続可能な観光地となっています。

❷
新たなビジネスの創出に向けて、新規
事業の進出支援や創業支援、事業者間
の連携促進が必要です。

・ 市内産業経済団体や金融機関と連携し、創業
塾の開催などを通じて創業者を支援します。
また、市内事業者間の連携を促進し、市内経
済の循環や新たな事業の構築を支援します。

❶ 誰もが安心して、働き続けられる環境
の整備が必要です。

・ 経営層に対し、若者、女性、子育て世帯、
シニア、障がい者、外国人など、多様な人
材を尊重する経営スタイルの浸透を図り、
誰もが働きやすい環境を整備します。

・ 男性の育児休業取得率の向上等に取り組
み、ジェンダーギャップの解消を進めるこ
とで、誰もが育児に関わりながら安心して
働ける環境を整えます。

〔3〕安心して働くことができる環境の整備

主 な 課 題 主 な 取 組

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶

分
野
別
計
画

施策の進捗状況を確認する指標

指標名 現況値
【2025（令和7）年度】

目標値
【2030（令和12）年度】

1 廿日市市景況調査における市内全産業合計の業況 DI（四
半期）が県内業況を上回っている割合

３期/４期
（R6年） ４期/４期

2 自分が希望する働き方を実現できている市民の割合 37.7% 50.0%

主な関連計画

●産業振興ビジョン

施策主管課室

産業振興課

主な関係課室
●国際交流・多文化共生室　●人権・市民生活課　●観光課　
●農林水産課　●こども課　●建設総務課　
●都市活力デザイン課
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❶
滞在時間の延長につなげるため、地域
に根差した観光資源を活用したコンテ
ンツの充実や、食の魅力向上、戦略的
なブランディングが必要です。

・ 観光資源の魅力を深掘りした体験プログラ
ムや、食の魅力向上を図るとともに、観光
DMP を活用したマーケティングや、ター
ゲット別に滞在を促すブランディング戦略
を策定します。

❷
宿泊観光客の増加につなげるため、早
朝・夜間の魅力づくりに加え、魅力的
で多様なニーズに対応する宿泊施設が
必要です。

・ 早朝や夜間を中心とした「滞在体験」の提
供や、観光客のニーズに合った宿泊施設の
確保など、地域の事業者等と連携した取組
を進めます。

❸
増加するインバウンドや高付加価値旅
行者などの観光ニーズに対応し、消費
につながる満足度の高い滞在体験の提
供が必要です。

・ 宿泊施設や観光施設などの受入環境や体験
プログラムなどの多言語化・高付加価値化
を推進します。

❹
安定した観光消費につなげるため、年
間を通じた観光需要の平準化と、それ
に対応する観光人材の確保、リピー
ターの獲得が必要です。

・ 平日や閑散期の誘客やリピーターの獲得に向
けて、教育旅行の誘致強化やキャンペーンイ
ベントを実施するとともに、飲食・宿泊施設
などにおける安定的な雇用と質の高いサービ
スの提供体制の確保に取り組みます。

〔1〕観光客の来訪・滞在と観光消費の拡大の促進

主 な 課 題 主 な 取 組

施策の
目指す姿

●観光をきっかけに交流や消費が活性化されている。
●観光客が快適に楽しく滞在できている。
●市民が地域への愛着と誇り、ホスピタリティを持っている。

［基本事業〔1〕］
［基本事業〔2〕］
［基本事業〔3〕］

施策方針 ■関連 SDGs

4-2 観光の振興

４ 産業

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶
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❶
誰もが安心して、快適に観光を楽しめ
るよう、受入環境の整備やユニバーサ
ルツーリズムの推進が必要です。

・ 増加する宮島への観光客に対応するため、
宮島桟橋及び旅客ターミナルや宮島口地区
周辺の整備、ごみ箱・トイレなどおもてな
し施設や観光案内の充実、無電柱化等に取
り組みます。

・ 観光施設等の適切な維持管理やバリアフ
リー化の推進に加え、多様な観光客のニー
ズに合った観光コンテンツや旅行プランの
提供、また、季節・時間・場所を考慮した
分散型観光を推進します。

・ パークアンドライドや駐車場の満空情報の
発信等による国道２号の渋滞対策など、受
入環境の整備を進めます。

・ 地域住民や事業者等と協力・連携したおも
てなし、ホスピタリティの向上を図ります。

❷
観光客の利便性や観光産業の生産性を
向上させるため、デジタル技術の活用
が必要です。

・ 観光データの収集・可視化、観光客の行動
やニーズ分析、リアルタイムで効果的な観
光情報の発信、また、業務の効率的な管理
運営などに、生成 AI 等のデジタル技術を
活用した取組を推進します。

❸ 観光客の安全を確保するため、防災対
策が必要です。

・ 宿泊施設や交通事業者、関係機関等と連携
し、災害時の避難誘導や受入体制の整備・
強化を進めます。

〔2〕観光客の受入体制の整備

主 な 課 題 主 な 取 組

分
野
別
計
画

●地域資源を活かした域内循環の促進などにより、地域経済の持続的発展を支えています。
●観光客、地域住民、地域経済、地域環境がより良い形で調和した、持続可能な観光地となっています。

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶

❺

市内全域への周遊や宮島以外の観光
スポットへの誘客を図るため、観光
資源の磨き上げやプロモーションに
加え、交通アクセスの充実・強化が
必要です。

・ 関係団体や事業者等と連携し、地域の観光
資源を活かしたコンテンツの造成・磨き上
げ、市域を越えた広域エリアでの受け入れ、
テーマやストーリー性のある周遊ルート・
コンテンツ開発などの促進支援を行うほか、
ターゲットに応じた戦略的なプロモーショ
ンを展開します。また、新機能都市開発事
業における観光・交流施設用地に、観光客
の市内周遊促進の拠点及び広域観光の交通
結節点となる交通広場の整備を進めます。
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４ 産業

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶

❶

市民の観光への理解を深め、満足度を
高めるためには、観光地の自然環境、
歴史文化、住民の生活を守りつつ、持
続可能な形で観光資源を活用していく
必要があります。

・ 再生可能エネルギーの活用や省エネ機器の
導入など、環境に配慮した施設・設備の整備、
自然環境や地域文化の体験プログラムの開
発、地域住民や事業者との連携による事業
実施、さらに、観光の現状や市の観光振興
施策・取組等に関する情報の共有や対話を
行います。また、新機能都市開発事業にお
ける観光・交流施設用地に、観光客のみな
らず市民にも愛され、利用される機能を導
入し、観光客と市民の交流の促進や、市民
の地域への愛着や誇りの醸成を図ります。

❷
宮島を持続可能な観光地として発展さ
せるためには、オーバーツーリズムの
未然防止や抑制に取り組む必要があり
ます。

・ ごみやトイレ、観光スポットなどの繁忙期
等の対応や、混雑緩和・分散化の促進、観
光マナーの啓発、島内の地域交通の確保な
どに取り組み、市民生活と観光の調和を図
ります。

❸
観光客の理解と協力を得られる観光地
を目指すためには、レスポンシブル
ツーリズム（責任ある観光）の推進が
必要です。

・ 観光客に対して、地域の自然・文化・歴史
や観光マナーに関する情報などを周知する
ことで、一人ひとりが地域の環境や文化に
配慮し、地域住民の生活を尊重した行動を
とるよう促します。

〔3〕地域も満足できる観光の実現

主 な 課 題 主 な 取 組
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施策の進捗状況を確認する指標

指標名 現況値
【2025（令和7）年度】

目標値
【2030（令和12）年度】

1 総観光客数 831万人
（R6年） 1,300万人

２ 観光消費額 367億円
（R6年） 650億円

３ 観光客満足度の平均値（10 段階評価） 8.2ポイント 8.5ポイント

４
観光客の増加や観光に関する取組により、「地域経済が活
性化し、にぎわいが生まれている」や「地域への愛着や
誇りが高まっている」と感じている市民の割合

27.2% 36.2%

主な関連計画

●観光振興基本計画　●宮浜温泉街活性化基本構想　●宮島包ヶ浦自然公園利活用方針
●産業振興ビジョン　●宮島まちづくり基本構想

施策主管課室

観光課

主な関係課室
●宮島企画調整課　●産業振興課　●包ヶ浦自然公園利活用推進室
●宮島水族館企画室　●農林水産課　●建設総務課
●宮島口みなとまちづくり推進課

●地域資源を活かした域内循環の促進などにより、地域経済の持続的発展を支えています。
●観光客、地域住民、地域経済、地域環境がより良い形で調和した、持続可能な観光地となっています。

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶

分
野
別
計
画
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❶
立地を活かした販売力を強化するた
め、供給体制の充実と販路拡大が必要
です。

・ 各地域の立地条件に応じた産直市場などの
供給体制を充実させるとともに、市内産農
産物の学校給食への供給、特徴ある農産物
のブランド化、市内飲食店や宿泊施設等へ
の食材提供など、販路拡大に取り組みます。

❷
農業や農村資源を活用した交流促進を
通じて、農産物の地産地消を進める必
要があります。

・ 市民農園の整備促進や食に関する学びの場
の提供、販路拡大による農産物の認知度・
愛着度を高める取組を通じて、生産意欲の
向上と消費拡大を図ります。

❶
特徴ある農産物の生産拡大に向けて、
技術や経営力の向上に対する支援が必
要です。

・ 農業指導員による経営・技術指導に加え、
スマート農業技術の導入を推進します。

❷
新規就農者や認定農業者などの育成・
確保に向けた取組や、担い手への農地
の集積が必要です。

・ 新規就農希望者への相談対応や、認定農業
者に対する経営拡大・計画改善への支援を
充実させます。

・ 地域計画に基づき、担い手への農地の集積・
集約化を進めます。

〔1〕農産物の販売促進と地産地消の推進

主 な 課 題 主 な 取 組

〔2〕農業の生産性向上と担い手の確保

主 な 課 題 主 な 取 組

施策方針 ■関連 SDGs

4-3 農林水産業の
振興

４ 産業

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶

施策の
目指す姿

●生産性向上と販路拡大、担い手の育成が進み、農業生産が
　維持できている。
●森林の整備面積が増加し、森林の適切な管理ができている。
●漁業経営が安定し、漁業生産が維持できている。

［基本事業〔1〕〔2〕］

［基本事業〔3〕］
［基本事業〔4〕］
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❶
森林経営管理制度に基づく取組等の推
進により、「伐って、使って、植える」
という森林の循環利用を促進していく
ことが必要です。

・ 経営管理権集積計画の策定に取り組み、市
有林だけではなく民間所有の山林も含め
て、森林の多面的機能が持続されるよう、
森林資源の循環利用（間伐、市産材活用、
再造林等）や林道の整備・維持補修を通じ
て、適切な森林管理を図ります。

❷
林業の担い手が不足しているため、後
継者の育成や新規就業への支援が必要
です。

・ 林業の担い手確保に向け、研修制度の充実
や資格取得に必要な支援等を行います。

❸
森林整備に要するコストが増加してい
るため、効率的な施業方法の導入や支
援が必要です。

・ 効果的な森林整備に向けて、ICT の活用や
林業機械の導入支援を行います。

❸ 農業生産の基盤を確保するため、農地
や農業用施設の維持・保全が必要です。

・ 集落単位での荒廃農地の発生防止等に向け
た取組や、有害鳥獣被害への効果的な支援、
農業用施設の維持・改修を行います。

❶ 漁業経営を安定させるため、事故や災
害、不漁に備えた支援が必要です。

・ 漁船保険や漁業共済への加入を促進すると
ともに、水産物の消費拡大などに取り組み
ます。

❷ 漁場環境の変化に対応するため、資源
管理や環境改善の取組が必要です。

・ 水産資源の維持・増大を図るため、種苗放流
や漁場整備、漁場環境改善に取り組みます。

❸ 漁業の生産基盤を確保するため、漁港
施設の計画的な整備や改修が必要です。

・ 漁港施設の適切な管理のため、機能保全に
向けた計画の策定や調査、改修工事等を実
施します。

〔3〕林業従事者の担い手確保と森林整備の促進

主 な 課 題 主 な 取 組

〔4〕漁業の生産力向上

主 な 課 題 主 な 取 組

分
野
別
計
画

●地域資源を活かした域内循環の促進などにより、地域経済の持続的発展を支えています。
●観光客、地域住民、地域経済、地域環境がより良い形で調和した、持続可能な観光地となっています。

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶
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施策の進捗状況を確認する指標

指標名 現況値
【2025（令和7）年度】

目標値
【2030（令和12）年度】

1 市内の農林水産物を意識して購入している市民の割合 26.6％ 37.0％

２ 産直市への出荷者数 551人
（R6年度） 600人

３ 認定新規就農者数 6人
（R6年度） 10人

４ 森林整備面積 346ha
（R6年度） 446ha

５ 漁業生産額 33億円
（R5年度） 34億円

主な関連計画

●農業振興ビジョン　　　●林業振興ビジョン　　　●産業振興ビジョン

施策主管課室

農林水産課

主な関係課室

●産業振興課　●施設整備課　●維持管理課

４ 産業

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶
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●地域資源を活かした域内循環の促進などにより、地域経済の持続的発展を支えています。
●観光客、地域住民、地域経済、地域環境がより良い形で調和した、持続可能な観光地となっています。

●「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済の好循環により発展するまち▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶︎▶▶▶▶▶▶▶▶▶
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